
『
春
と
修
羅
　
第
三
集
』
　
『
詩
ノ
ー
ト
』
　
に
お
け
る

作
品
番
号
と
創
作
日
付
に
関
す
る
一
考
察木

　
村
　
東
　
吉

一
は
じ
め
に

賢
治
詩
の
研
究
に
当
た
っ
て
は
、
作
品
が
心
象
ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
方
法
を
取

っ
て
い
る
点
か
ら
し
て
、
作
品
と
背
景
事
実
と
の
関
係
、
作
品
の
創
作
方
法
、

作
品
の
解
釈
、
詩
人
の
詩
精
神
の
探
求
が
総
合
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
う
ち
創
作
方
法
解
明
の
た
め
の
作
業
と
し
て
、
創
作

日
付
と
作
品
番
号
（
以
後
、
番
号
・
日
付
と
記
す
）
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

そ
の
順
序
が
複
雑
に
錯
綜
し
て
お
り
、
謎
を
は
ら
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
春
と
帽
羅
　
第
二
集
」
（
以
後
コ
塑
一
集
L
と
略
し
、
「
春
と
修
羅
　
第
三
盟

も
買
空
衰
』
と
記
す
）
を
例
に
錯
綜
の
内
容
を
概
観
す
れ
ば
、
一
作
品
の
逐
次

形
に
二
つ
以
上
の
日
付
が
あ
っ
た
り
、
同
じ
番
号
で
日
付
の
違
う
二
つ
の
作
品

が
あ
っ
た
り
、
日
付
が
番
号
に
く
ら
べ
て
遅
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、

日
付
順
に
配
列
し
た
『
校
本
　
宮
澤
賢
冶
全
集
」
　
（
以
下
、
F
校
本
全
集
』
と
記

す
）
で
は
、
番
号
は
と
び
と
び
だ
っ
た
り
、
多
少
前
後
し
た
り
し
な
が
ら
も
、

巨
視
的
に
見
れ
ば
ま
ず
二
番
か
ら
五
二
〇
番
ま
で
配
列
さ
れ
、
そ
の
後
で
、
突

撃
二
二
六
番
に
返
り
、
以
後
四
〇
三
番
ま
で
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

F
第
三
集
」
で
も
、
表
面
に
見
え
る
錯
綜
事
例
は
少
な
い
が
ほ
ぼ
同
様
の
状

況
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
に
　
「
詩
ノ
ー
ト
」
と
の
関
係
も
加
え
る
と
、
錯
綜
の
内

容
は
む
し
ろ
複
雑
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
筆
者
は
先
に
「
第
一
一
集
」
　
の
番

T
）

号
錯
綜
事
例
を
整
理
し
て
そ
の
理
由
の
一
部
を
解
明
す
る
仮
説
を
提
出
し
た
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
を
受
け
て
コ
弟
三
寒
〓
詩
ノ
ー
ト
』
の
作
品
の
番
号
と
日
付

の
問
題
に
つ
い
て
整
理
し
、
コ
竺
元
』
の
残
さ
れ
た
問
題
に
就
い
て
も
考
え
て

み
た
い
。

残
さ
れ
た
問
題
と
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
賢
治
の
詩
作
品
で
は
、
長

期
間
に
わ
た
っ
て
改
稿
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
が
、
日
付
と
番
号
は
原
則
と
し

て
継
承
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
日
付
は
作
品
が
成
立
し
た
日
で
な
く
、
素
材
を

得
た
日
を
意
味
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
F
第
二
集
』
コ
空
一
集
」
お
よ
び
『
詩
ノ

ー
上
に
つ
い
て
は
、
日
付
の
日
の
気
象
デ
ー
タ
と
作
品
を
一
つ
一
つ
照
合
す
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る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
部
季
節
の
合
わ
な
い
作
品
も
あ
る
が
、
お
お
む
ね
こ

（2）

れ
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
）
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
な

番
号
錯
綜
が
起
き
る
の
は
、
詩
人
が
改
稿
過
程
で
し
ば
し
ば
別
の
日
の
素
材
を

取
り
込
む
た
め
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
『
軍
一
集
』
に
即
し
て
い
え
ば
、
番
号
は

早
い
方
を
引
き
継
ぎ
、
日
付
は
主
要
な
背
景
と
な
る
素
材
を
得
た
日
の
方
を
引

き
継
い
で
い
る
。
番
号
錯
綜
の
表
面
的
現
象
と
し
て
は
先
述
の
よ
う
な
多
様
な

形
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
残
さ
れ
た
資
料
の
粗
密
の
差
と
捉
え
る
と
大
半
の
問
題

が
解
決
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
コ
塑
一
集
』
で
は
、
原
稿
の
上
で
直
線
的
に
た
ど
ら

れ
る
逐
次
稿
（
仮
に
こ
れ
を
連
続
型
逐
次
稿
と
呼
ぶ
）
の
他
に
、
作
品
の
場
面

を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
異
稿
関
係
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
逐
次
稿
も
あ
る
　
（
仮
に
こ

れ
を
分
岐
型
の
逐
次
稿
と
呼
ぶ
）
　
の
だ
が
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
二
つ
以
上
の
日

付
が
あ
る
作
品
は
、
比
較
的
後
に
な
っ
て
黄
罫
詩
稿
用
紙
（
一
九
三
〇
年
以
後

使
用
さ
れ
た
）
な
ど
に
お
い
て
改
稿
さ
れ
た
も
の
で
、
資
料
が
良
く
保
存
さ
れ

た
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
資
料
が
順
次
少
な
く
な
っ
て
改
稿
過
程
の
中

間
稿
を
失
え
ば
（
原
稿
の
コ
ピ
ー
を
参
照
し
て
み
れ
ば
、
二
つ
の
作
品
が
融
合

さ
れ
る
段
階
の
原
稿
に
は
、
し
ば
し
ば
猛
烈
な
書
き
込
み
が
あ
り
、
新
し
い
作

品
が
で
き
た
後
は
失
わ
れ
や
す
い
形
を
L
で
い
る
）
、
同
一
番
号
に
日
付
の
追
う

二
つ
の
作
品
が
あ
る
形
に
な
る
。
さ
ら
に
最
初
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
得
た
日
の
資

料
を
も
失
え
ば
、
番
目
万
に
比
べ
て
日
付
が
遅
い
作
品
だ
け
が
残
る
わ
け
で
あ
る
。

日
付
が
ず
れ
た
作
品
だ
け
が
残
っ
た
作
品
に
は
、
一
九
二
五
年
末
以
降
に
使
わ

れ
た
赤
罫
詩
稿
用
紙
か
、
そ
れ
以
前
に
改
稿
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
で
も
、
番
号
が
途
中
か
ら
繰
り
返
さ
れ
る

理
由
と
、
作
品
の
場
面
や
季
節
が
違
い
、
素
材
に
重
点
を
お
い
て
見
た
場
合
は

モ
テ
ィ
ー
フ
に
も
共
通
点
が
稀
薄
な
〔
詞
の
前
の
ち
し
ゃ
の
い
ろ
し
た
草
は
ら

に
〕
と
『
風
と
反
感
」
が
番
号
九
〇
番
で
重
接
し
て
い
る
理
由
と
に
つ
い
て
は
、

説
明
が
つ
か
な
い
。
こ
れ
が
当
面
の
問
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
冒
警
衰
』
の
問
題
に
併
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
考

え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
求
め
た
い
。
『
詩
ノ
ー
ト
』
は
、
『
第
三
集
』
　
の
詩
稿
の

最
も
早
い
段
階
の
形
を
残
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
r
新
修
　
宮
沢
賢
治
全
集
』

（
以
後
こ
れ
を
「
新
修
全
集
』
と
記
す
）
第
四
巻
の
解
説
で
は
、
そ
の
成
立
期

に
つ
い
て
「
昭
和
二
年
頃
と
推
定
し
得
る
と
思
わ
れ
る
」
と
あ
る
。
『
詩
ノ
ー
ト
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
一
〇
八
二
番
の
〔
あ
す
こ
の
田
は
ね
え
〕
の
逐
次
稿
（
二
）

「
稲
作
挿
話
（
未
定
稿
）
」
が
一
九
二
八
年
三
月
「
聖
燈
」
第
一
号
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
収
録
さ
れ
た
最
後
の
作
品
一
〇
九
二
番
「
藤
根
禁
酒
会
へ
贈

る
」
の
創
作
日
付
の
日
一
九
二
七
年
九
月
一
六
日
以
降
、
一
九
二
八
年
初
頭
ま

で
の
問
が
一
応
の
成
立
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
追
加
挿
入
稿
な
ど
に
つ
い

て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

『
詩
ノ
ー
ト
』
か
ら
『
第
三
盟
へ
の
過
程
に
は
、
『
第
二
集
』
と
類
似
の
事

例
と
、
そ
の
原
因
を
類
推
さ
せ
る
も
の
が
幾
つ
か
見
出
せ
る
。
そ
し
て
、
「
詩

ノ
ー
上
か
ら
『
箪
二
基
』
へ
の
過
程
に
つ
い
て
見
る
こ
と
は
、
『
軍
一
基
』
に

お
い
て
捉
え
ら
れ
た
事
象
の
背
景
を
探
っ
て
賢
治
の
創
作
方
法
の
実
態
を
確
か

め
、
筆
者
の
先
の
仮
甜
を
再
検
討
す
る
意
味
を
持
つ
は
ず
で
あ
る
。
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二
　
「
詩
ノ
ー
ト
』
に
つ
い
て

『
校
本
全
集
』
　
に
お
い
て
校
訂
さ
れ
て
い
る
以
前
の
　
『
詩
ノ
ー
ト
』
　
の
日
付

と
番
号
に
注
目
し
て
み
る
と
、
こ
こ
に
番
号
反
復
の
原
因
と
も
な
り
え
た
事
例

と
、
番
号
が
亜
種
し
て
い
な
が
ら
季
節
と
作
品
の
場
面
が
大
き
く
ず
れ
て
い
る

事
例
、
更
に
、
〓
竺
一
集
』
に
見
た
分
岐
型
逐
次
稿
が
発
生
す
る
原
因
と
見
ら
れ

る
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。
以
下
、
順
次
そ
の
点
を
見
て
い
く
が
、
そ
の
前
に
、

「
詩
ノ
ー
ト
』
　
に
お
け
る
日
付
と
番
号
の
基
本
的
性
格
を
確
認
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
の
四
類
に
整
理
さ
れ
る
事
実
が
注
目
さ
れ
る
。
各
類
の

中
の
各
項
目
に
は
、
以
下
の
論
述
の
都
合
上
、
一
連
番
号
を
つ
け
て
お
く
。

a
類
　
「
詩
ノ
ー
ト
』
の
基
本
的
性
格
を
示
す
事
例

（
1
）
　
「
詩
ノ
ー
ト
』
　
に
は
、
七
四
四
番
と
七
四
五
番
に
つ
い
で
、
一
〇
〇

一
番
～
一
〇
九
二
番
の
作
品
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
七
四
六
番
～
一
〇

〇
〇
番
を
欠
く
が
、
一
〇
〇
一
番
以
降
に
欠
番
が
な
い
　
（
「
校
本
全
集
」
　
の
目

次
で
は
一
〇
九
一
番
が
欠
番
だ
が
、
元
の
ノ
ー
ト
で
は
詩
句
を
欠
い
た
ま
ま
、

「
一
〇
九
二
の
番
号
と
「
高
橋
武
治
の
兄
に
贈
る
」
と
い
う
題
と
日
付
が
あ

る
）
。
な
お
、
七
四
五
番
と
一
〇
〇
〇
番
の
問
に
、
日
付
で
約
二
カ
月
の
空
白
が

あ
り
、
一
〇
〇
一
番
か
ら
日
付
が
一
九
二
七
年
に
な
る
。

（
2
）
番
号
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
状
態
に
注
目
す
る
と
、
作
品
を
記
し
た

筆
記
用
具
と
番
号
を
記
し
た
筆
記
用
具
が
導
う
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
例
え

ば
一
〇
〇
一
番
か
ら
一
〇
一
四
番
ま
で
の
番
号
は
、
詩
稿
を
記
し
た
鉛
筆
で
は

な
く
筆
記
用
具
を
か
え
て
藍
イ
ン
ク
で
記
し
て
い
る
。
し
か
も
、
一
〇
〇
一
番

に
つ
い
て
は
、
最
初
に
「
五
〇
〇
二
と
記
し
た
後
「
一
〇
〇
二
に
改
め
た

事
実
が
あ
る
。

（
3
）
途
中
で
記
入
を
放
棄
し
た
も
の
は
、
番
号
を
欠
い
て
い
る
。
例
え
ば
、

五
頁
左
の
　
〔
凍
っ
た
そ
の
小
さ
な
川
に
沿
っ
て
〕
一
四
頁
左
の
　
〔
い
ろ
い
ろ
な

反
感
と
ふ
㍉
き
の
中
で
〕
　
二
九
貢
左
の
　
〔
い
く
つ
の
／
　
天
末
の
白
ぴ
か
り
す

る
環
を
〕
が
そ
れ
で
あ
る
。

（
4
）
　
「
詩
ノ
ー
ト
』
の
〔
唾
語
〕
（
一
九
二
七
・
六
二
三
・
）
　
と
〔
青
空

の
は
て
の
は
て
〕
　
二
九
二
七
・
六
二
二
・
）
　
〔
わ
た
く
L
は
今
日
死
ぬ
の
で

あ
る
か
〕
　
（
一
九
二
七
二
ハ
二
二
・
）
で
は
、
日
付
の
違
う
作
品
だ
が
、
最
初

一
〇
七
四
番
の
番
号
重
複
が
あ
り
、
前
者
が
一
〇
七
六
番
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
後
の
二
作
品
を
と
ば
し
て
〔
唾
語
〕
を
書
き
、
後
で
気
づ
い
て
日
付
順

に
番
号
を
つ
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
ノ
ー
ト
と
番
号
に
関
し
て
、
基
本
的
に
次
の
よ
う
な
こ

と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
（
1
）
で
、
七
四
五
番
と
一
〇
〇
〇
番
の
問
に
欠
番
が

あ
り
、
以
降
に
欠
番
が
な
い
こ
と
か
ら
、
番
号
が
ノ
ー
ト
段
階
で
一
連
番
号
だ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
〇
九
一
番
の
よ
う
な
例
外
的
な
場
合
も
あ
る
が
、

（
2
）
と
（
3
）
は
、
番
号
が
お
お
む
ね
後
か
ら
記
入
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。
（
3
）
は
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ル
・
ノ
ー
ト
（
手
帳
）
か
ら
「
詩
ノ
ー
ト
』
　
へ
の

転
記
に
際
し
て
、
作
品
の
選
択
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。
〔
い
く
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つ
の
／
　
天
末
の
白
ぴ
か
り
す
る
環
を
〕
は
、
前
後
の
作
品
と
筆
勢
や
記
入

に
使
わ
れ
た
鉛
筆
の
太
さ
に
追
い
が
あ
る
の
で
、
後
か
ら
の
記
入
で
あ
ろ
う
が
、

途
中
で
放
棄
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
あ
っ
て
な
お
、
一

〇
〇
一
番
以
降
に
欠
番
が
な
い
の
で
、
番
号
が
ノ
ー
ト
段
階
で
は
じ
め
て
付
け

ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
（
4
）
は
、
単
純
な
ミ
ス
の
手
直
し
だ
が
、
作
者
が
こ

の
段
階
で
日
付
と
番
号
の
ず
れ
に
無
関
心
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（3）

ま
た
、
『
詩
ノ
ー
ト
』
の
形
態
か
ら
し
て
削
除
さ
れ
た
様
子
も
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
七
四
六
番
～
一
〇
〇
〇
番
の
欠
番
は
、
当
初
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
賢
治
の
詩
作
品
に
は
八
〇
〇
番
台
九
〇
〇
番
台
の
作
品
が
ま
っ
た
く
無
い
。

こ
れ
は
、
作
者
の
番
‥
写
の
っ
け
方
の
特
徴
の
一
つ
を
示
し
て
い
る
。
『
第
二
集
』

で
も
二
〇
〇
番
台
を
欠
き
（
唯
一
、
二
五
八
番
「
渇
水
と
座
禅
』
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
日
付
と
前
後
の
番
号
か
ら
し
て
三
五
八
番
の
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
）
、
六

〇
〇
番
台
の
作
品
が
無
い
。

b
類
　
番
号
反
復
の
可
能
性
を
は
ら
む
事
例

番
号
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
一
般
的
性
格
を
確
認
し
た
上
で
、
次
の
　
（
5
）

（
6
）
　
の
事
項
に
注
目
す
る
と
、
こ
こ
に
番
号
反
復
の
原
因
に
な
っ
た
か
も
し

れ
な
い
事
例
が
認
め
ら
れ
る
。

マ
マ

（
5
）
番
号
を
書
き
込
む
過
程
で
、
一
〇
四
三
番
の
次
を
百
四
四
番
と
し
、

以
後
一
七
〇
番
ま
で
の
二
七
作
品
に
百
番
台
の
番
目
万
を
付
け
、
一
〇
七
一
番
に

書
き
な
が
ら
の
訂
正
の
跡
を
と
ど
め
、
一
〇
七
二
番
か
ら
は
再
び
一
〇
〇
〇
番

マ
マ

台
で
記
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
錯
誤
は
「
詩
ノ
ー
ト
』
の
段
階
で
、
百
四
四

番
を
一
〇
四
四
番
に
、
一
七
〇
番
を
一
〇
七
〇
番
に
改
め
る
要
領
で
訂
正
し
て

あ
る
。（
6
）
　
『
詩
ノ
ー
ト
L
　
で
は
、
七
四
四
番
お
よ
び
七
四
五
番
の
日
付
を
一
九

二
七
年
、
一
〇
〇
一
番
～
一
〇
三
九
番
の
日
付
を
一
九
二
八
年
と
す
る
　
（
日
付

が
月
と
日
だ
け
で
年
を
欠
く
も
の
を
含
む
）
が
、
詩
稿
用
紙
に
書
か
れ
た
『
第

三
集
』
　
の
原
稿
で
は
、
一
九
二
六
年
、
一
九
二
七
年
と
し
て
い
る
　
二
〇
一
二

番
は
例
外
で
詩
稿
用
紙
に
も
一
九
二
八
年
と
あ
る
。
F
校
本
全
集
』
で
校
訂
）
。
こ

れ
ら
の
作
品
で
は
、
F
詩
ノ
ー
ト
」
と
『
箪
二
集
』
で
日
付
が
一
年
ず
れ
て
い
る
。

こ
の
　
（
5
）
（
6
）
の
事
項
は
、
お
そ
ら
く
単
純
な
番
号
や
年
号
の
取
り
違
え

だ
が
、
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
作
品
整
理
の
仕
方
が
う
か
が
わ
れ
る
。
（
2
）
も

合
わ
せ
考
え
る
と
き
、
番
号
は
ノ
ー
ト
全
体
に
一
括
し
て
付
け
ら
れ
た
り
、
作

品
ご
と
に
一
つ
一
つ
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の
髭
を

一
括
整
理
し
な
が
ら
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
6
）
は
、
大
正
か
ら
昭
和
へ

の
元
号
の
切
り
替
え
が
、
西
暦
へ
の
換
算
を
惑
わ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
詩
ノ

ー
ト
」
　
の
日
付
通
り
で
は
気
象
資
料
と
作
品
内
容
と
で
矛
盾
す
る
例
が
幾
つ
か

出
て
く
る
が
、
F
校
本
全
集
』
（
「
増
水
」
に
関
し
て
は
「
新
修
全
集
』
　
に
よ
る
）

の
校
訂
に
し
た
が
っ
て
一
九
二
六
年
、
一
九
二
七
年
の
日
付
に
改
め
る
と
こ
の

（

4

一

矛
盾
が
解
消
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
　
（
5
）
は
、
『
第
一
一
集
』
の
五
二
〇
番
に
つ
づ
く
三
二
六
番
か
ら
の

番
目
万
の
繰
り
返
し
と
類
似
し
た
性
格
を
持
っ
て
い
る
　
（
例
え
ば
五
二
〇
の
五
を
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三
と
間
違
え
、
次
の
番
目
γ
を
三
二
一
と
打
て
ば
、
後
は
連
続
的
な
ず
れ
を
生
じ

る
）
。
『
軍
一
基
』
　
の
例
の
北
‖
後
に
こ
う
し
た
錯
誤
を
想
定
す
れ
ば
、
二
つ
の
事

例
は
、
合
埋
的
説
明
が
困
難
な
錯
誤
が
突
然
遠
き
て
い
る
点
で
共
通
す
る
。
こ

の
純
の
錯
誤
を
作
者
の
一
種
の
癖
と
捉
え
る
な
ら
、
コ
弟
二
蛮
』
の
場
合
は
、
同

一
ノ
ー
ト
内
で
の
取
り
違
え
だ
っ
た
か
ら
修
正
で
き
た
が
、
『
軍
一
基
』
の
背
後

に
類
似
の
ノ
ー
ト
が
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
ノ
ー
ト
を
取
り
替
え
た
際
等
に
こ

う
し
た
ミ
ス
が
起
き
て
い
た
ら
、
ミ
ス
に
気
づ
く
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、
詩

稿
用
紙
に
写
さ
れ
て
か
ら
は
、
訂
正
す
る
機
会
を
失
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

先
に
記
し
た
一
〇
一
二
番
は
、
日
付
が
詩
情
用
紙
に
も
一
九
二
八
年
と
記
さ
れ

た
た
め
、
以
後
訂
正
さ
れ
な
か
っ
た
例
で
あ
る
。

『
堕
一
集
』
　
の
背
後
に
ノ
ー
ト
を
想
定
す
る
こ
と
は
困
雉
で
な
い
。
一
九
二

六
年
八
月
以
前
の
生
前
発
表
形
は
赤
罫
詩
稿
用
紙
稿
以
前
の
形
を
持
つ
が
、
こ

れ
は
ウ
ル
・
ノ
ー
ト
と
赤
罫
詩
稿
用
紙
形
の
中
間
に
二
足
の
完
成
度
を
も
つ
詩

稿
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
九
三
〔
日
脚
が
ぼ
う
と
ひ
ろ
が
れ

ば
〕
、
一
六
六
「
花
露
青
」
、
一
九
五
「
塚
と
風
」
、
一
九
六
〔
か
ぜ
が
く
れ
ば
〕

の
初
稿
は
、
ノ
ン
ブ
ル
を
つ
け
た
音
楽
用
五
線
紙
の
ノ
ー
ト
用
紙
に
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
事
実
は
、
詩
稿
が
ノ
ー
ト
に
記
さ
れ
て
い
た
段
階
が
あ
っ
た
こ
と

一

5

）

を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
第
一
一
集
』
に
収
録
さ
れ
た
二
二
篇
の
内
、
後

半
の
番
号
の
繰
り
返
し
部
分
に
は
二
三
篇
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
詩
ノ
ー
ト
』
（
ノ

ー
ト
は
A
、
B
の
合
計
二
冊
あ
る
）
か
ら
〓
型
一
一
集
』
に
採
用
さ
れ
た
も
の
（
全

部
で
四
三
篇
）
　
の
ほ
ぼ
ノ
ー
ト
一
冊
分
に
相
当
す
る
。

筆
者
は
先
に
、
「
後
半
の
番
目
吋
の
繰
り
返
し
は
、
前
半
の
番
‥
万
の
モ
テ
ィ
ー
フ

が
後
半
の
日
付
の
口
の
北
盟
邦
を
得
て
成
立
し
た
可
能
性
を
考
え
さ
せ
な
く
も
な

い
」
が
、
「
前
半
と
後
半
で
番
目
万
が
重
複
し
て
い
る
三
三
三
番
の
「
客
を
停
め
る

辞
令
」
と
「
遠
足
統
率
」
、
三
五
八
番
の
「
峠
」
と
「
渇
水
と
座
禅
」
で
は
、
前

半
の
作
品
ど
う
L
で
番
目
万
が
重
複
し
て
い
た
作
品
に
見
ら
れ
た
共
通
項
が
ま
っ

た
く
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
」
「
こ
の
推
論
の
採
用
に
は
慎
重
で
あ
り
た
い
」
と
述

一

6

）

べ
た
。
な
お
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
だ
が
、
番
目
万
の
ず
れ
の
起
き
方
が
一
連
の

も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
新
し
い
素
材
の
取
り
込
み
に
よ
る
日
付
の
ず
れ

や
、
次
の
　
（
9
）
　
の
事
項
で
見
る
差
し
賛
え
稿
の
場
合
を
考
え
る
よ
り
、
こ
ち

ら
の
方
が
近
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

C
類
　
日
付
と
作
品
の
舞
台
が
大
き
く
ず
れ
る
番
号
重
複
の
事
例

次
に
、
番
号
重
複
作
品
で
、
季
節
や
作
品
の
場
面
が
大
き
く
ず
れ
た
例
に
つ

い
て
見
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
た
原
因
を
示
唆
す
る
も
の
に
は
、
二
つ

の
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
次
の
（
7
）
（
8
）
の
事
項
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

C
－
1
　
追
加
挿
入
稿
の
事
例

（
7
）
　
『
校
本
全
集
』
の
目
次
で
は
、
一
〇
一
七
〔
日
が
照
っ
て
ゐ
て
〕
の

後
に
一
〇
一
七
〔
水
は
黄
い
ろ
に
ひ
ろ
が
っ
て
〕
を
加
え
て
あ
る
。
ノ
ー
ト
の

同
一
ペ
ー
ジ
に
記
さ
れ
た
二
つ
の
作
品
に
つ
け
ら
れ
た
番
号
で
あ
る
。
『
詩
ノ
ー

ト
』
で
は
、
一
〇
一
七
〔
日
が
照
っ
て
ゐ
て
〕
の
番
号
の
下
に
「
一
九
二
七
年

30



ノ
／
初
メ
二
人
ル
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
′
一
〇
一
七
〔
水
は
黄
い
ろ
に
ひ
ろ
が

っ
て
〕
に
は
日
付
が
な
く
、
番
目
万
の
下
に
「
仝
／
八
H
ニ
入
ル
」
と
あ
る
。
こ

の
う
ち
稜
者
を
無
罫
詩
稿
用
紙
に
書
き
写
し
た
時
、
番
号
を
七
三
〇
ノ
二
に
改

め
、
口
付
を
二
九
二
七
・
八
二
五
こ
と
し
て
い
る
。
「
新
修
全
集
J
で
は
、

日
付
を
一
九
二
六
年
八
月
一
五
日
に
校
訂
し
、
配
列
順
序
も
変
更
し
て
い
る
。

（
8
）
一
〇
七
〇
番
の
う
し
ろ
に
は
、
稜
か
ら
の
記
入
と
見
ら
れ
る
赤
イ
ン

ク
で
書
か
れ
た
作
品
が
あ
り
一
番
目
イ
の
無
‥
き
方
と
筆
記
用
具
が
前
後
の
作
品
と

は
導
フ
）
、
一
〇
七
〇
（
2
）
の
番
号
を
与
え
て
い
る
が
途
中
で
止
め
、
全
部
を
削

除
し
て
い
る
。

こ
の
　
（
7
）
　
（
8
）
　
の
事
項
は
二
つ
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。
そ
の
一
つ
は
、

ノ
ー
ト
に
よ
る
作
品
整
理
が
終
わ
っ
た
稜
か
ら
、
そ
の
空
白
を
利
用
し
て
別
の

作
品
が
新
た
に
組
み
込
ま
れ
る
と
、
（
7
）
の
よ
う
に
、
ダ
ッ
シ
ュ
を
つ
け
た
り
、

一
〇
七
〇
（
2
）
の
よ
う
に
、
前
の
作
品
の
内
容
や
日
付
と
は
関
係
な
く
前
の
作

品
の
番
号
を
借
用
し
て
枝
番
を
つ
け
て
い
る
の
で
、
′
一
〇
一
七
〔
水
は
黄
い
ろ

に
ひ
ろ
が
っ
て
〕
を
改
め
た
「
増
水
」
に
七
三
〇
ノ
二
と
い
う
番
＝
万
が
与
え
ら

れ
る
た
め
に
は
、
七
些
二
番
ま
で
の
作
品
を
整
理
し
た
も
う
一
つ
の
ノ
ー
ト
が

あ
っ
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

考
そ
ら
れ
る
こ
と
の
二
つ
口
は
、
一
〇
一
七
番
に
つ
い
て
背
骨
を
調
査
し
て

み
る
と
、
「
岩
手
日
報
」
一
九
二
七
年
四
月
七
日
の
記
事
に
、
こ
の
年
の
記
録
的

な
大
雪
の
後
の
雪
解
け
水
に
よ
る
増
水
で
一
九
二
七
年
四
月
六
日
午
後
一
時
ご

ろ
、
北
上
川
の
朝
日
橋
で
「
八
尺
八
寸
」
の
水
位
の
上
＝
升
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
．
一
〇
一
七
番
は
日
付
を
欠
く
が
、
そ
れ
が
一
〇
一
七
〔
日
が
照
っ

て
ゐ
て
〕
（
一
九
二
七
・
三
二
一
七
こ
の
後
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、
こ

の
事
実
と
関
連
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
r
詩
ノ
ー
ト
」
で
　
（
一
九
二
七
・
四
・
四

・
）
の
日
付
を
持
つ
　
〔
け
さ
ホ
ー
と
縄
を
に
な
ひ
〕
　
に
も
、
「
水
増
す
川
と
」
と

い
っ
た
表
現
が
あ
る
。
〔
水
は
黄
い
ろ
に
ひ
ろ
が
っ
て
）
が
垂
‥
同
水
位
時
を
描
い

た
も
の
で
は
な
く
、
堤
防
を
溢
れ
出
し
た
ば
か
り
の
時
を
描
い
た
も
の
で
あ
る

こ
と
や
、
ノ
ー
ト
の
空
白
の
都
合
な
ど
も
あ
っ
て
日
付
は
少
し
ず
れ
た
場
所
に

書
き
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
が
一
九
二
六
年
八
二
l
一
五
日
の

日
付
で
番
号
を
七
三
〇
ノ
二
番
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
一
九
二
六

年
八
月
六
日
と
一
八
日
に
北
上
川
が
増
水
し
た
事
実
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
お
一

そ
ら
く
関
係
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
一
九
二
六
年
八
月
七
日
の
　
「
岩
手
毎
日
」
　
　
3
1

に
「
花
巻
地
方
も
降
雨
甚
だ
し
く
利
口
橋
下
に
六
日
午
前
七
時
十
尺
豊
沢
橋
は
－

同
七
時
五
尺
五
寸
の
増
水
が
あ
っ
た
」
と
あ
り
、
一
九
日
の
「
岩
手
毎
日
」
に

も
「
十
七
八
日
両
日
の
降
雨
の
た
め
北
上
川
は
日
詰
で
十
七
日
午
後
八
時
八
尺

二
寸
花
巻
は
十
八
日
午
前
一
時
十
尺
」
の
水
位
の
上
＝
汁
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
も
日
付
が
少
し
ず
れ
て
い
る
が
、
「
増
水
」
が
蕪
‖
同
水
位
の
時
を

描
い
た
も
の
で
な
い
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
番
目
万
変
更
と
メ
モ
と
背
景
事
実

と
を
睨
み
合
わ
せ
る
な
こ
ら
、
背
後
に
こ
う
し
た
モ
テ
ィ
ー
フ
の
共
通
し
た
メ
モ

が
あ
っ
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
ノ
ー
ト
に
後
か
ら
作

品
を
挿
入
し
た
結
果
、
作
品
内
容
に
関
係
が
な
い
番
号
重
視
が
起
き
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
「
増
水
」
の
番
‥
吋
が
「
七
三
〇
ノ
二
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
『
詩



ノ
ー
ト
」
の
「
一
〇
七
〇
一
2
）
」
の
番
‥
け
の
セ
＝
き
方
と
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
日
付
が
大
き
く
隔
た
っ
て
季
節
も
導
う
番
目
万
変
更
と
そ
の
結
果
と
し
て
の

番
目
イ
重
綾
の
一
つ
の
型
で
あ
る
。
七
三
〇
〔
お
し
ま
ひ
は
〕
と
七
三
〇
ノ
二
「
増

水
」
と
は
日
付
も
違
い
、
内
容
に
も
関
連
が
無
㌫
。

こ
こ
で
推
測
を
毘
し
く
す
る
な
ら
、
〓
塑
一
集
』
の
〔
網
の
前
の
ち
し
ゃ
の
い

ろ
し
た
草
は
ら
に
〕
と
「
風
と
反
感
」
と
が
、
同
じ
九
〇
番
の
番
‥
イ
を
持
っ
て

い
な
が
ら
日
付
も
季
節
も
大
き
く
ず
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
「
増
水
」
の
場

合
と
類
似
の
事
情
を
背
景
に
持
つ
可
能
性
が
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、

「
増
水
」
の
場
合
は
七
三
〇
ノ
二
と
刊
．
－
い
て
い
て
、
完
全
な
番
目
け
重
袖
で
は
な

く
、
こ
れ
を
仮
に
重
禎
関
係
に
あ
る
と
見
た
場
合
で
も
、
番
目
万
の
重
袖
関
係
に

あ
る
作
品
同
士
の
日
付
が
近
い
の
を
特
徴
と
す
る
は
ず
だ
が
、
九
〇
番
の
二
作

品
は
一
方
が
「
九
〇
ノ
二
」
と
な
っ
て
い
な
い
し
口
付
も
大
き
く
離
れ
て
い
る
。

こ
の
点
で
、
こ
れ
ら
を
同
類
の
現
象
と
見
る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。
そ
こ
で
、

も
う
一
つ
の
事
例
を
検
討
す
る
必
要
が
で
て
く
る
。

C
－
2
差
し
替
え
稿
の
事
例

季
節
と
作
品
の
舞
台
が
大
き
く
ず
れ
た
例
と
し
て
注
口
さ
れ
る
も
う
一
つ
の

ケ
ー
ス
は
、
「
詩
ノ
ー
ト
」
か
ら
「
箪
二
韮
」
へ
の
移
行
段
階
で
作
品
の
差
し
替

え
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

（
9
）
「
詩
ノ
ー
上
の
一
五
七
（
一
〇
五
七
に
f
I1
当
す
る
〓
陀
稲
播
き
す
〕

は
、
番
‥
万
の
「
七
」
の
部
分
を
削
除
し
た
う
え
全
体
を
削
除
さ
れ
て
、
番
目
万
を

次
の
作
品
〔
古
び
た
水
い
ろ
の
薄
明
巧
の
な
か
に
〕
に
ゆ
ず
っ
て
い
る
の
で
、

「
校
本
全
集
」
で
も
こ
れ
を
削
除
し
た
も
の
と
見
な
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
「
第

三
集
」
で
は
、
〔
陸
稲
播
き
す
〕
が
発
展
し
て
一
〇
五
六
番
〔
秘
事
念
仏
の
大
元

締
が
〕
　
に
改
め
ら
れ
た
た
め
、
「
詩
ノ
ー
ト
」
　
の
一
五
六
　
二
〇
五
六
に
相
当
）

〔
サ
キ
ノ
バ
カ
と
い
う
黒
い
花
と
い
っ
し
ょ
に
〕
と
番
目
万
重
視
が
起
き
て
い
る
。

い
わ
ば
作
品
の
差
し
替
え
で
あ
る
。

「
詩
ノ
ー
ト
」
か
ら
r
箪
二
集
」
　
へ
の
移
行
過
程
で
、
作
品
の
差
し
替
え
が

な
さ
れ
た
た
め
番
号
の
重
複
が
起
き
て
い
る
例
に
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

「
詩
ノ
ー
ト
』
の
一
〇
二
〇
番
〔
労
働
を
嫌
忌
す
る
こ
の
人
た
ち
が
〕
を
＝
射

三
先
L
で
は
「
野
の
師
父
」
に
差
し
控
え
、
「
詩
ノ
ー
ト
し
の
一
〇
二
一
番
〔
あ
そ

こ
に
レ
オ
ノ
レ
星
座
が
出
て
る
〕
を
コ
射
三
先
」
で
は
「
和
風
は
河
谷
い
っ
ぱ

い
に
吹
く
」
　
に
差
し
替
え
て
い
る
。

さ
ら
に
『
詩
ノ
ー
ト
」
の
一
〇
四
一
番
は
「
清
潔
法
施
行
」
だ
が
、
コ
の
二
元
」

で
は
「
午
」
と
差
し
替
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
、
「
午
」
の
場
合
は
自
筆

の
番
号
を
欠
く
の
で
厳
密
に
は
差
し
替
え
で
は
な
い
。
た
だ
口
付
に
よ
っ
て
整

理
す
れ
ば
、
一
〇
四
〇
番
と
一
〇
塑
一
番
と
の
問
に
位
置
す
る
形
に
な
っ
て
い

る
の
で
取
り
上
げ
て
お
く
。

（7）

こ
れ
ら
に
つ
い
て
見
る
と
、
入
沢
康
夫
氏
の
指
摘
が
す
で
に
あ
る
よ
う
に
、

r
詩
ノ
ー
ト
」
　
の
段
階
で
は
「
社
会
主
義
思
想
」
な
ど
、
政
治
的
・
社
会
批
評

に
関
心
を
示
し
た
作
品
が
あ
っ
た
が
、
「
箪
二
集
」
で
は
慎
重
に
こ
れ
を
避
け
、
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四
作
品
と
も
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
点
で
共
通
す
る
。

〔
サ
キ
ノ
バ
カ
と
い
う
黒
い
花
と
い
っ
し
ょ
に
〕
と
〔
秘
事
念
仏
の
大
元
締

が
〕
の
差
し
替
え
は
、
前
者
に
「
革
命
が
や
が
て
や
っ
て
く
る
／
云
々
」
の
語

句
が
あ
る
の
を
避
け
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
〔
労
働
を
嫌
忌
す
る
こ
の
人
た
ち

が
〕
が
「
野
の
師
父
」
と
差
し
替
え
ら
れ
た
の
は
、
前
者
の
社
会
批
判
的
主
題

の
露
骨
さ
を
避
け
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
「
和
風
は
河
谷
い
っ
ぱ
い
に
吹
く
」
は

『
詩
ノ
ー
ト
』
で
一
〇
八
三
番
、
日
付
も
二
九
二
七
・
七
・
一
四
・
）
で
あ

っ
た
も
の
を
詩
稿
段
階
で
番
号
を
一
〇
二
一
番
に
改
め
、
そ
の
後
の
改
稿
で
日

付
を
二
九
二
七
・
八
二
一
〇
・
）
　
に
改
め
て
い
る
。
日
付
の
変
更
は
新
し
い

素
材
の
取
り
込
み
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
〔
あ
そ
こ
に
レ
オ
ノ
レ
星
座
が
出
て

る
〕
　
に
は
、
レ
オ
ノ
レ
星
座
に
新
し
い
時
代
の
到
来
の
予
兆
を
見
て
い
る
こ
と

を
灰
め
か
し
た
後
、
「
社
会
主
義
者
が
行
き
す
ぎ
る
」
と
い
う
語
句
が
あ
る
か

ら
、
か
な
り
直
接
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
の
差
し
替

え
と
見
ら
れ
る
。
「
清
潔
法
施
行
」
が
「
午
」
に
差
し
替
そ
ら
れ
た
と
み
る
と
、

前
真
が
、
雑
草
を
焼
き
払
え
ば
「
路
と
／
家
と
が
き
れ
い
に
残
る
」
と
し
て
、

こ
れ
で
社
会
腐
敗
防
止
法
の
よ
う
な
も
の
を
寓
意
し
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
一
群
の
作
品
で
、
政
治
的
・
社
会
批
判
に
関
心
を
示
し
た
作
品
が
削
除

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
あ
え
て
別
の
作
品
と
差
し
苧
そ
ら
れ
て
い
る
理
由
に
つ

い
て
は
別
に
検
討
す
る
と
し
て
、
作
品
の
舞
台
と
日
付
が
大
き
く
ず
れ
た
作
品

問
で
番
号
が
重
接
し
て
い
る
事
実
が
こ
こ
に
も
あ
る
わ
け
で
、
『
箪
葱
』
の
九

〇
番
の
問
題
が
こ
れ
に
関
わ
る
。

こ
の
場
合
は
、
〔
詞
の
前
の
ち
L
や
の
い
ろ
し
た
草
は
ら
に
〕
に
、
作
者
が
懸

念
す
る
よ
う
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
る
。
詳
細
は

（8）

別
稿
に
讃
る
が
、
こ
の
作
品
に
書
か
れ
た
「
樹
の
い
ち
い
ち
の
心
か
ら
は
／
こ

か

と
し
の
夏
の
設
計
が
／
あ
お
あ
お
と
し
て
雲
に
措
か
れ
る
」
（
生
前
発
表
形
）
と

（9）

あ
る
部
分
が
、
詩
人
の
学
校
劇
の
計
画
を
意
味
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
劇

の
上
演
が
岡
田
文
部
大
臣
の
学
校
劇
禁
止
令
を
無
視
す
る
形
で
な
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
羅
須
地
人
協
会
時
代
の
周
囲
の
状
況
と
も
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
差
し
替
え
稿
と
元
の
作
品
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
作
品
の

素
材
に
重
点
を
置
い
て
見
る
と
相
互
の
異
質
性
が
目
立
つ
が
、
作
品
の
主
題
の

次
元
ま
で
抽
象
す
る
な
ら
、
「
午
」
を
除
く
作
品
問
に
通
底
す
る
も
の
が
認
め
ら

（10）

れ
る
こ
と
も
留
意
さ
れ
る
。

d
類
　
分
岐
型
逐
次
稿
発
生
の
原
因
と
な
っ
た
事
例

最
後
に
、
分
岐
型
逐
次
稿
の
原
因
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
、
次
の

よ
う
な
事
実
が
あ
る
。

（
1
0
）
一
〇
八
七
番
か
ら
一
〇
九
〇
番
ま
で
は
い
ず
れ
も
一
九
二
七
年
八
月

二
〇
日
の
日
付
を
持
つ
作
品
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
記
入
の
過
程
で
大
幅
な
改

稿
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
〇
八
七
番
で
三
種
、
一
〇
八
八
番
で
二
種
、
一
〇
八

九
番
で
は
二
種
あ
る
い
は
三
種
（
二
頁
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
た
竺
一
稿
を
続
け

て
一
作
品
と
見
る
か
、
二
作
品
と
見
る
か
に
よ
る
。
『
第
三
基
』
と
の
関
連
を
重
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視
す
れ
ば
、
三
種
と
見
た
方
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
）
の
草
稿
が
あ
り
、
扇
三

築
山
で
一
〇
九
〇
番
と
な
る
作
品
に
は
、
番
号
と
日
付
が
な
い
。
ま
た
、
扇
ノ

ー
ト
』
の
一
〇
八
七
番
が
扇
三
集
」
で
は
一
〇
八
八
番
と
な
り
、
扇
ノ
ー

ト
』
の
一
〇
八
八
番
と
番
号
の
重
複
が
起
き
て
い
る
。

こ
れ
は
、
ノ
ー
ト
で
作
品
を
改
稿
し
な
が
ら
整
理
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
事
実

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
、
同
一
の
、
あ
る
い
は
一
連
の
事
実
か
ら
ど
の

よ
う
な
主
題
を
引
き
出
そ
う
か
と
多
様
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

こ
こ
に
筆
者
が
分
岐
型
逐
次
稿
と
呼
ぶ
も
の
が
発
生
し
て
い
る
。
扇
三
集
』
で

も
、
日
付
と
番
号
が
同
じ
も
の
を
、
す
べ
て
同
一
作
品
の
逐
次
稿
と
み
な
す
編

集
を
し
て
い
れ
ば
、
（
9
）
の
一
〇
五
六
番
や
（
1
0
）
の
別
稿
を
も
、
逐
次
稿
に

含
み
込
む
可
能
性
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
、
ノ
ー
ト
稿
が
詩
稿
用
紙
に
書
き
写
さ
れ
る
段
階
で
、

ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
の
か
を
、
次
に
検
討
し
て
み
た
い
。

三
　
「
春
と
修
羅
　
第
三
集
し
の
問
題
事
例
に
つ
い
て

扇
本
全
盟
の
扇
三
集
」
は
、
詩
稿
用
紙
に
書
か
れ
た
日
付
と
番
号
が

あ
る
詩
作
品
か
ら
、
原
稿
が
挟
ま
れ
て
い
た
黒
ク
ロ
ー
ス
表
紙
の
裏
の
メ
モ
の

期
間
指
定
に
適
合
す
る
も
の
を
選
ん
で
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
扇
ノ
ー
ト
』
収
録
の
作
品
よ
り
前
の
番
号
を
持
つ
七
〇
六
番
～
七
四
三
番

か
ら
探
ら
れ
た
二
三
作
品
、
「
詩
ノ
ー
上
か
ら
発
展
し
た
四
二
作
品
（
一
部
差

し
替
え
稿
を
含
む
）
、
番
号
を
欠
く
一
九
二
七
年
の
一
作
品
、
一
九
二
八
年
の
三

作
品
の
合
計
六
九
編
を
収
録
し
て
い
る
。
『
詩
ノ
ー
上
が
A
、
B
の
二
冊
か
ら

な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
七
〇
六
番
～
七
四
二
番
の
二
三
作
品
は
、
ほ

ぼ
ノ
ー
ト
一
冊
分
に
相
当
す
る
。
こ
れ
に
加
え
て
先
に
も
指
摘
し
た
七
三
〇
ノ

二
番
の
存
在
を
考
慮
す
れ
ば
、
七
〇
〇
番
台
の
作
品
を
記
し
た
別
の
ノ
ー
ト
が

あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
本
節
で
は
『
詩
ノ
ー
ト
』
か
ら
『
箪
二
集
』
　
へ
の
過
程
で
見
ら

れ
る
日
付
と
番
号
に
関
す
る
問
題
事
例
を
検
討
し
、
番
号
錯
綜
の
背
景
を
探
っ

て
み
た
い
の
で
あ
る
が
、
単
純
窒
、
、
ス
等
は
『
校
本
全
集
』
で
校
訂
済
み
な
の

で
、
詩
人
の
創
作
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
必
要
な
も
の
だ
け
に
絞
っ
て
注

目
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
第
二
集
」
で
見
た
よ
う
な
、
全
体
を
巨
視
的
に
見
た
場
合
の
番
号
の
繰
り

返
上
は
例
が
な
い
。
こ
れ
は
『
詩
ノ
ー
ト
」
段
階
で
、
事
前
に
訂
正
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
避
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

作
品
が
別
の
日
の
素
材
を
取
り
込
ん
で
改
稿
さ
れ
た
時
、
「
第
二
集
』
で
は
一

つ
の
作
品
の
逐
次
稿
に
二
つ
以
上
の
日
付
が
あ
る
連
続
型
逐
次
稿
と
、
同
じ
番

号
で
二
つ
の
作
品
が
で
き
る
分
岐
型
逐
次
稿
が
あ
っ
た
が
、
「
第
三
集
』
で
は
、

先
に
見
た
通
り
、
こ
れ
に
加
え
て
詩
稿
を
ノ
ー
ト
に
整
理
し
た
後
、
さ
ら
に
追

加
挿
入
的
に
書
き
込
ん
で
、
挿
入
し
た
場
所
の
直
前
の
番
号
を
借
用
し
た
場
合

（
以
後
こ
れ
を
追
加
挿
入
稿
と
呼
ぶ
）
と
、
「
詩
ノ
ー
ト
」
か
ら
『
箪
二
集
』
へ

の
過
程
で
差
し
替
え
た
場
合
（
以
後
こ
れ
を
差
し
替
え
稿
と
呼
ぶ
）
に
お
い
て

番
号
の
重
稗
が
あ
っ
た
。
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（
1
）
一
作
品
で
二
つ
の
日
付
が
あ
る
連
続
型
逐
次
稿
の
例
に
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。

一
〇
四
六
「
惇
馬
」
　
（
一
九
二
七
・
四
・
三
五
∴
　
の
逐
次
稿
に
は
、
『
詩
ノ

ー
ト
』
の
〔
萱
草
芽
を
だ
す
ど
て
と
坂
〕
（
一
九
二
七
・
四
・
二
四
・
）
が
あ
る
。

「
惇
馬
」
の
日
付
は
、
最
初
〔
莞
輩
芽
を
だ
す
ど
て
と
坂
〕
　
と
同
じ
日
で
あ
っ

た
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
〔
萱
草
牙
を
だ
す
ど
て
と
坂
〕
が
、
四
月
二

、
リ

五
日
の
情
意
を
取
り
込
ん
で
成
立
し
た
た
め
と
見
ら
れ
る
。

一
〇
二
一
番
「
和
風
は
河
谷
い
っ
ぱ
い
に
吹
く
」
（
一
九
二
七
・
八
二
一
〇
こ

の
番
号
変
更
は
、
先
に
見
た
通
り
作
品
の
差
し
替
え
の
た
め
で
あ
る
が
、
こ
の

作
品
の
場
合
は
、
『
詩
ノ
ー
ト
』
　
の
一
〇
八
三
番
〔
南
か
ら
ま
た
西
南
か
ら
〕

二
九
二
七
・
七
二
四
・
）
　
の
日
付
が
、
素
材
の
取
り
込
み
に
よ
る
改
稿
に

（12）

と
も
な
っ
て
　
二
九
一
一
七
・
八
・
二
〇
・
）
　
に
改
め
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
例
に
お
い
て
、
ノ
ー
ト
稿
が
失
わ
れ
て
い
れ
ば
、
番
号
に
比
べ
て

日
付
が
後
ろ
に
ず
れ
た
原
稿
だ
け
が
残
る
形
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

（
2
）
同
一
番
号
、
同
一
日
付
で
モ
テ
ィ
ー
フ
に
開
き
が
あ
る
分
岐
型
逐
次

稿
の
例
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

『
詩
ノ
ー
ト
』
の
〔
赤
い
尾
を
し
た
レ
オ
ポ
ル
ド
め
が
〕
と
『
箪
二
基
』
　
の

〔
土
も
掘
る
だ
ら
う
〕
　
と
は
、
番
目
万
と
日
付
が
共
に
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
八
番
と

一
一
九
二
七
・
三
二
六
こ
　
で
、
気
象
状
況
を
写
す
表
現
も
「
山
は
吹
雪
の

う
す
あ
か
り
」
と
「
山
は
吹
雪
の
う
す
明
り
」
で
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、

中
心
モ
テ
ィ
ー
フ
に
開
き
が
大
き
い
。
『
詩
ノ
ー
ト
』
の
同
じ
貢
に
番
号
を
欠
く

同
日
の
作
品
〔
い
ろ
い
ろ
な
反
感
と
ふ
㌔
き
の
中
で
〕
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す

る
と
、
根
を
同
じ
く
す
る
メ
モ
が
想
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
踏
ま
え
て

『
箪
二
集
』
　
の
　
〔
土
も
堀
る
だ
ら
う
〕
が
成
立
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

オ

ー

ト

F
詩
ノ
ー
ト
」
　
の
　
〔
古
い
聖
歌
と
〕
　
と
『
第
三
集
』
　
の
　
〔
燕
麦
の
種
子
を
こ

ぼ
せ
ば
〕
は
、
番
号
と
日
付
が
そ
れ
ぞ
れ
共
に
一
〇
二
五
番
と
二
九
二
七
・

四
・
四
・
）
で
、
気
象
状
況
を
写
す
表
現
が
、
「
南
西
の
和
風
が
／
そ
ら
を
行
き

／
（
中
略
）
／
う
る
ん
で
黒
い
雲
い
っ
ぱ
い
に
／
春
翔
け
る
鳥
の
交
響
」
と
あ

っ
た
り
、
「
黒
雲
は
温
く
妊
ん
で
／
一
き
れ
、
一
き
れ
、
／
野
ば
ら
の
薮
を
捗
っ

て
行
く
／
（
中
略
）
／
ど
ん
ど
ん
翔
け
る
雲
の
上
で
／
ひ
ば
り
が
く
る
は
し
く

な
い
て
ゐ
る
」
と
あ
っ
た
り
し
て
、
相
互
に
類
似
し
て
い
る
。
『
校
本
全
集
」
も

こ
れ
ら
を
逐
次
稿
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、
前
者
で
は
数
学
教
師
の
退
役
海
軍

中
佐
が
架
京
へ
帰
郷
す
る
の
を
中
心
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
、
後
者
で
は
酒
栂
を
積

ん
だ
河
舟
を
中
心
に
描
い
て
い
る
点
で
内
容
の
違
い
が
大
き
い
。

寸

－

ト

因
み
に
い
え
ば
、
「
校
本
全
集
」
　
の
校
異
で
は
　
〔
燕
麦
の
種
子
を
こ
ぼ
せ
ば
〕

が
『
詩
ノ
ー
ト
』
　
の
一
〇
二
八
番
「
酒
質
船
」
を
取
り
込
ん
だ
と
す
る
。
し
か

オ

ー

ト

し
、
〔
燕
麦
の
種
子
を
こ
ぼ
せ
ば
〕
に
は
「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
南
京
袋
で
帆
を
は
っ
て

／
船
が
一
さ
う
の
ぼ
っ
て
く
る
／
（
中
略
）
／
む
ら
き
な
南
の
風
に
吹
か
れ
て

の
ろ
の
ろ
と
の
ぼ
っ
て
行
け
ば
」
と
あ
っ
て
、
南
風
を
利
用
し
て
船
が
河
を
遡

っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
四
月
四
日
に
は
確
か
に
南
風
が
吹
い
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
〔
じ
っ
に
古
く
さ
い
南
京
袋
で
帆
を
は
っ
て
〕
で
は
「
じ

つ
に
古
く
さ
い
南
京
袋
で
帆
を
は
っ
て
／
お
ま
け
に
風
に
逆
ら
っ
て
」
と
あ
り
、
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風
が
北
風
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
こ
の
年
四
月
五
日
に
は
確
か

に
北
風
が
吹
い
て
い
た
事
実
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
〔
古
い
聖
歌
と
〕
と

〔
じ
っ
に
古
く
さ
い
南
京
袋
で
帆
を
は
っ
て
〕
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
日
の
素

（13）

材
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
可
能
性
が
強
い
。

こ
れ
ら
分
岐
型
の
逐
次
稿
に
、
い
つ
で
も
独
立
し
て
独
自
に
発
展
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
分
岐
型
の
逐
次
稿
が
別
の

日
の
素
材
を
取
り
込
ん
で
独
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
例
に
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

コ
輿
二
集
」
七
一
八
番
の
「
蛇
踊
」
（
一
九
二
六
・
六
二
一
〇
・
）
と
「
井
戸
」

二
九
二
六
・
七
・
八
・
）
　
で
は
日
付
が
異
な
る
が
、
共
に
農
作
業
の
合
間
の

小
休
止
の
間
の
こ
と
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
明
る
く
振
る
舞
う
詩
人
の
心
の

底
に
疲
労
感
に
と
も
誓
う
鬱
屈
し
た
も
の
が
あ
り
、
や
が
て
『
詩
稿
補
過
し
で

は
、
「
蛇
踊
」
が
再
び
「
井
戸
」
を
吸
収
し
て
い
る
。

コ
弟
三
集
」
七
四
一
番
の
「
煙
」
二
九
二
六
二
〇
・
九
こ
と
「
白
菜
畑
」

（
定
稿
は
日
付
を
欠
く
）
　
で
は
、
後
者
の
下
書
稿
（
一
）
が
「
詩
ノ
ー
ト
」
　
の

七
四
五
番
〔
霜
と
聖
さ
で
畑
の
砂
は
い
っ
ぱ
い
だ
〕
　
二
九
二
六
二
一
一

五
・
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
詩
人
が
花
巻
南
郊
桜
の
自
耕
地
に
立
っ
て
見
た
情

景
を
描
い
た
作
品
で
、
前
者
で
は
北
を
遠
望
し
て
小
船
渡
に
あ
っ
た
煉
瓦
工
場

の
煙
を
捉
え
、
後
者
で
は
近
景
に
白
菜
畑
を
捉
え
て
い
る
。
煙
に
呼
応
す
る
天

上
の
雲
と
詩
人
の
病
気
と
が
、
明
る
か
っ
た
過
去
に
比
べ
未
来
に
暗
い
影
を
落

と
し
て
い
る
点
で
モ
テ
ィ
ー
フ
に
共
通
し
た
も
の
が
あ
る
。
「
白
菜
畑
」
の
定
稿

が
日
付
を
欠
い
た
背
景
に
は
、
「
煙
」
と
並
ぶ
分
岐
型
の
逐
次
稿
が
七
四
五
番
の

〔
霜
と
聖
さ
で
畑
の
砂
は
い
っ
ぱ
い
だ
〕
と
融
合
さ
れ
て
成
立
し
た
と
い
う
事

情
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
少
し
想
像
を
達
し
く
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「
第
二
発
〓
療
三
集
』
に
は
、
わ
ず
か
だ
が
日
付
と
番
号
の
順
序
関
係
は
ず
れ

て
い
な
い
の
に
、
日
付
と
作
品
内
容
に
季
節
的
な
ず
れ
が
あ
る
作
品
が
あ
る
。

コ
弟
二
集
」
　
で
春
の
水
辺
の
花
を
描
い
た
一
八
四
「
春
」
が
夏
の
日
付
（
一
九

二
四
・
八
二
三
・
）
を
持
ち
、
「
箪
二
集
』
で
秋
の
稲
穂
を
描
い
た
七
一
五

〔
道
ペ
の
粗
桑
に
〕
が
初
夏
の
日
付
二
九
二
六
・
六
二
一
〇
・
）
を
持
つ
の

が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
〔
霧
が
ひ
ど
く
て
手
が
凍
え
る
な
〕
の
よ
う
に
、
作
品

（14）

内
容
と
気
象
状
況
に
か
な
り
開
き
が
あ
る
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
ノ
ー

ト
稿
以
前
の
段
階
で
の
作
品
の
融
合
を
想
定
す
れ
ば
、
見
て
き
た
詩
人
の
創
作

方
法
の
中
で
日
付
と
作
品
の
季
節
の
ず
れ
の
問
題
も
解
決
す
る
。

差
し
替
え
稿
と
挿
入
稿
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
述
べ
た
の
で
繰
り
返
さ
な
い
。

最
後
に
、
「
第
二
集
」
　
で
番
号
に
比
べ
て
目
付
が
後
ろ
に
ず
れ
た
作
品
で
は
、

背
後
に
他
の
作
品
や
メ
モ
の
取
り
込
み
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
た
の
で
あ
る

が
、
『
第
三
集
」
で
は
、
こ
の
他
に
、
別
の
作
品
や
メ
モ
を
取
り
込
ん
で
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
主
要
な
情
景
を
換
え
な
か
っ
た
た
め
に
日
付
が
ず
れ
な
い
場

合
が
多
数
あ
っ
た
。
こ
れ
は
『
詩
ノ
ー
ト
』
の
存
在
に
よ
っ
て
初
め
て
見
え
て

き
た
部
分
で
あ
る
。

次
の
別
表
に
そ
れ
を
列
挙
す
る
。
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別
表
　
r
第
三
集
」
作
品
成
立
の
た
め
に
、
元
に
な
っ
た
作
品
と
吸
収
さ
れ
た
作
品

注
立　 下　 ’

トー　　　　　　　　l・・．一　　　　　　　　ト一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト一　　　　　　　　ト一　　　ト．一 菅

7テ

‾‾‾l

くつ　　　　　　　 ⊂⊃　　　　　　　 C⊃　　　　　　　　　　　　　　　 C⊃　　　　　　　 ⊂⊃　　⊂⊃
ClO　　　　　　　　Cl°　　　　　　　　、】　　　　　　　　　　　　　　　　　 Cn　　　　　　　　CJ　　　Nco　　　　　　　 C⊃　　　　　　　－・J　　　　　　　　　　　　　　　　 く．D　　　　　　　 の　　 N

し　 雷　 ＿「 　 「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　「　　　　　〔て　 稿　 校 も　　　　 さ　　　　 全　　　　　　　　 開　　　 茄　 一
い　 （　 本 う　　　　 わ　　　 策　　　　　　　　 墾　　　 麦　 昨
る　 三　 全 は　　　 や　　　 」　　　　　　　　 地　　　 播　 年

女
箪

と　　　 集
兄　 の　 』

た　　　　 か　　　　　　　　　　　　　 検　　　　 C　 四

ら　　　　 に　　　　　　　　　　　　　 察　　　 」　 月

衰

ら　 史　の く　　　　 メl　　　　　　　　　　　　　 」　　　　　　 釆 h＿・．・．
れ　 階　 校 な　　　　 ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 た 作
る　 で　 異 れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 と ロPlコ
0　は　 で る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 き 名

目

一　 は 正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 は
〇　 一 や
五　 〇

トー　　　ト・一　　　　　　　　　　　　　　　ト一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トlJ　　　　　　　　　トー　　　トー
九　 五 LD　　く．D　　　　　　　　　　　　 c　　　　　　　　　　　　　　　　　 U⊃　　　　　　　 Uつ　　く．D

N　　　N　　　　　　　　　　　　　 N　　　　　　　　　　　　　　　　　　 N　　　　　　　　 N　　 【、J
‾　九 ー」　　　、」　　　　　　　　　　　　　－・」　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、・」　　　　　　　、・」　　、・J
か　 番 CO　　－J　　　　　　　　　　 Cb　　　　　　　　　　　　　　　 Cロ　　　　　　 イゝ　 ．仁ゝ 付
b　 r
探　 聞

つ　墾
た　 地
詩　 検

N　　　　　　　　　　　　　　　　　 CノJ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 トー
⊂⊃　　－J　　　　　　　　　　　　 C⊃　　　　　　　　　　　　　　　　　 く．ロ　　　　　　　 トー　　トー

トー　　　　　　　　　ト・J　　　　　　　　　ト・一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト・J　　　　　　　　　トtJ　　　ト．一 菅

7テ

‾1‾1

く＝⊃　　　　　　　　⊂⊃　　　　　　　　⊂⊃　　　　　　　　　　　　　　　　　　 C⊃　　　　　　　　く＝⊃　　　く＝I
CO　　　　　　　 Clつ　　　　　　　－・J　　　　　　　　　　　　　　　　 Cn　　　　　　　 CJ　　卜〇CO　　　　　　　 C⊃　　　　　　　 －J　　　　　　　　　　　　　　　　　 くエI　　　　　　 の　　　N

ロ　察 　　「
も　」 祈　　　 栗　　　 そ　　　　　　　　 芽　　　 い　 根

あ　 が り　　　　 の　　　 の　　　　　　　　 を　　　　 ま　 を

る　 ’ 」　　　 木　　　 再　　　　　　　　 出　　　 は　 戟 詩

か　 一 の　　　　 じ　　　　　　　　　 し　　　 燃　 り ノ
ら　 ○ 花　　　 ろ　　　　　　　　 た　　　 え　 〕 l
　ヽ＿＿L＿ さ　　　　 い　　　　　　　　　 た　　　　 ノミ ト
ヲ 盃 き　　　　 そ　　　　　　　　　 め　　　　 き L＿＿

ら　　　　　　 エ　　 た 作

l　′「
ト　革
」一　果

の　　　　　　　　　　　　　　 瞳 □
日日L　　　　　　　　　　　　　　 も 名

目

た　　　　　　　　　　　　　　 痛

の　 の 忘　　 ＝　 芯　 を　　　　　　 宗　 芯　 み　 ＝

同　 え
日　 だ

N　　　　　　　　 N　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 N　　　卜〇　　　　　　　　トJ
、」　　　　　　　　－」　　　－・J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －J　　　－・」　　　　　　　　、」

同　 左 c0　　　　　　　 －J　　Ch　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 CJI　　J 　ゝ　　　　　　 Jゝ 付
N　　　　　　　　　　　　　 CJ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －場　 鬼

面　 に
の　 食

C⊃　　　　　　　　、】　　⊂⊃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 CD　　　トー　　　　　　　　ト・J

トー　　　　　　　　　ト・一　　　　　　　　　ト・一　　　　　　　　　ト一　　　　　　　　　ト一　　　　　　　　　ト．一　　　ト・一 否連　 は ⊂⊃　　　　　　　 ⊂⊃　　　　　　　 ⊂⊃　　　　　　　 C⊃　　　　　　　⊂⊃　　　　　　　⊂⊃　　C⊃
00　　　　　　　　ClO　　　　　　　　、・J　　　　　　　　Cn　　　　　　　　Cn　　　　　　　　卜J　　　CJl作　 れ 、J　　　　　　　 ト一　　　　　　　 〇〇　　　　　　　 【、J　　　　　　　 C⊃　　　　　　　 CD　　　卜〇 7テ

一　 ま 　　 〔　　　　　　　「
○　 し
五　 た
九　 〕
番　 空、
～　 b

一　 成
○　 立
六　 し
二　 た
番　 と
を　 見
踏　 て
ま　 い
え　 る

ぢ　　　 沼　　　　　　　　 墓　　　 革　　　　 け　 ド
吸し　　　　 の ．　 策　　　 地　　　 果　　　　 さ　 ラ

ば　　　　 L　　　　 も　　　　 を　　　 の　　　 ホ　 ビ 収
り　　　　 づ　　　 尽　　　 す　　　　 え　　　 1　 ダ・ さ
の　　　　 か　　　　 き　　　　 つ　　　　 だ　　　　 と　 風 れ
苺　　　 を　　　 は　　　 か　　　 を　　　 純　 」 た

目　　　　 て　　　　 り　　　　 兎　　　　 と 作
照　　　 た　　　 ∽　　　　 に　　　 を 口ロロ
曇　 呈　 ち　 貰　 蓋 名

日

付

望 彗 吾 璧 乏 持 喜 星 雲　 至

て　 が 卜J　　 トー　　　　　　　　 CJ
成　 ’ ⊂⊃　　　 くつ　　　　　　　 Cつ　　　　　　　 く．D　　　　　　　 LD　　　　　　　 ヰ1　　　　　　　 トー



こ
の
作
目
m
群
の
存
花
を
知
っ
て
み
れ
ば
、
㌍
治
の
詩
作
品
に
お
い
て
は
、
作

品
の
融
合
や
吸
収
が
創
作
方
法
の
い
わ
ば
常
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
日

付
と
番
目
万
の
錯
綜
は
、
こ
う
し
た
創
作
過
程
で
生
ま
れ
た
作
品
の
中
の
幾
つ
か

が
日
付
を
変
え
た
た
め
に
起
き
た
こ
と
だ
っ
た
と
了
解
さ
れ
る
。

作
品
を
融
合
し
て
日
付
を
変
え
る
場
合
と
、
日
付
を
変
え
な
い
で
一
部
を
吸

収
す
る
場
合
と
は
何
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
改
稿
の
内

容
に
よ
る
と
い
え
る
。
日
付
を
変
え
た
場
合
で
も
変
え
な
い
場
合
で
も
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
は
、
日
付
の
日
の
気
象
状
況
と
作
品
内
容
と
に
密
接
な
関
係
が
確

認
で
き
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
例
え
ば
作
品
の
主
題
と
主
要
な
惜
東
を
変
え

ず
、
表
現
の
一
部
を
自
作
の
作
品
か
ら
借
用
し
た
だ
け
で
あ
れ
ば
、
日
付
を
変

え
な
い
の
が
自
然
で
あ
る
。
一
〇
三
六
「
燕
麦
播
き
」
や
一
〇
八
〇
〔
さ
わ
や

か
に
刈
ら
れ
る
産
や
〕
　
の
成
立
過
程
は
、
そ
う
し
た
説
明
が
相
応
し
い
。
類
似

し
た
状
況
の
も
と
で
得
ら
れ
た
表
現
を
、
別
の
作
品
に
流
用
し
た
に
す
ぎ
な
い

か
ら
で
あ
る
。
一
〇
五
九
「
開
墾
地
検
察
」
、
一
〇
七
七
「
金
策
」
、
一
〇
八
八

〔
も
う
は
た
ら
く
な
〕
な
ど
は
、
同
日
の
作
品
を
吸
収
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

根
を
同
じ
く
す
る
メ
モ
か
ら
生
ま
れ
た
禎
数
の
作
品
の
う
ち
、
ど
の
主
題
を
中

心
に
選
ん
だ
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
一
〇
一
≡
　
〓
昨
年
四
月
来
た
と
き
は
〕
　
の
場
合
は
、

一
九
二
七
年
四
月
一
日
が
素
晴
ら
し
い
晴
天
で
五
月
一
日
が
曇
天
で
あ
っ
た
。

作
品
を
晴
天
の
イ
メ
ー
ジ
で
ま
と
め
る
な
ら
　
（
一
九
二
七
・
四
二
・
）
　
の
日

付
に
な
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
日
付
が
素
材
を
得
た
日
を
示
す
こ
と
を
端
的

に
示
す
例
で
あ
る
。

賢
治
詩
に
お
け
る
日
付
が
主
要
な
背
景
と
な
る
素
材
を
得
た
日
を
意
味
し
、

番
号
が
ノ
ー
ト
稿
段
階
で
整
理
さ
れ
た
作
品
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
つ
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
、
以
上
の
整
理
と
調
査
を
通
し
て
再
確
認
で
き
た
と
考
え
る
。

し
か
し
な
お
、
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る
。
『
箪
二
集
』
に
は
番
号
が
欠
落
し
た

作
品
が
あ
り
、
『
箪
二
集
』
の
作
品
が
改
稿
さ
れ
て
日
付
と
番
号
を
失
う
例
も
あ

る
。
目
付
と
番
号
の
意
味
を
考
え
る
た
め
に
も
、
そ
れ
ら
の
事
例
を
検
訂
し
な

く
て
は
掌
ら
な
い
が
、
こ
の
問
題
は
、
詩
人
の
『
箪
二
集
』
構
想
と
関
わ
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
が
揺
れ
て
い
る
。
単
純
な
問
題
で
は
な
い
の
で
、

（15）

稿
を
改
め
て
考
え
た
い
。
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注
1
　
拙
稿
「
『
春
と
帽
羅
　
第
二
集
』
　
に
お
け
る
作
品
番
号
と
創
作
日
付
に

つ
い
て
の
一
考
察
」
（
「
宮
澤
賢
由
研
究
A
n
n
u
a
こ
3
号
－
霊
山
．
㌣
）

2
　
拙
稿
「
資
料
と
考
察
『
春
と
修
羅
　
軍
一
集
」
　
に
お
け
る
創
作
日
付
の

日
の
気
象
状
況
」
（
「
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
第
2
6
巻
－
苫
N
．
－
N
L

お
よ
び
「
資
料
と
考
察
『
春
と
修
羅
　
箪
二
韮
』
お
よ
び
『
詩
ノ
ー
ト
』

に
お
け
る
創
作
日
付
の
日
の
気
象
状
況
」
（
山
根
巴
、
横
山
邦
治
編
「
継
承

と
展
開
』
第
六
巻
　
和
泉
書
院
刊
に
収
録
予
定
）
参
照
。
な
お
、
季
節
や

気
象
状
況
と
創
作
日
付
が
一
致
し
な
い
作
品
と
は
、
七
一
五
〔
遺
べ
の
粗

菓
に
〕
と
七
三
九
〔
霧
が
ひ
ど
く
て
手
が
凍
え
る
主
の
二
笛
で
あ
る
。

3
　
「
校
本
全
集
』
第
六
巻
校
異
に
よ
る
と
、
こ
の
ノ
ー
ト
は
、
十
枚
の
ノ
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ー
ト
用
紙
を
重
ね
て
こ
れ
を
二
つ
に
折
り
畳
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
折

れ
目
が
切
れ
て
現
在
は
二
十
枚
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、

七
四
四
番
七
四
五
番
を
記
し
た
第
1
薬
と
一
〇
〇
一
番
を
記
し
た
第
2
葉

と
の
間
に
削
除
が
あ
っ
た
場
合
は
、
三
八
貢
と
三
九
頁
の
問
に
番
号
の
欠

落
が
生
ず
る
か
、
半
糞
の
用
紙
だ
け
が
残
さ
れ
る
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ
の
様
な
事
実
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

拙
稿
「
資
料
と
考
察
「
春
と
修
羅
一
箪
二
望
む
よ
び
『
詩
ノ
ー
ト
』

に
お
け
る
創
作
日
付
の
日
の
気
象
状
況
」
（
注
2
に
同
じ
）
参
照
。

杉
浦
静
「
明
滅
す
る
春
と
修
羅
」
　
（
蒼
丘
書
林
　
【
思
い
．
－
．
）
へ
『
春
と
修

羅
　
箪
一
集
』
の
構
想
）
　
の
章
に
同
様
の
指
摘
が
す
で
に
あ
る
。

注
1
に
同
じ
。

入
沢
康
夫
【
宮
沢
賢
治
　
プ
リ
オ
シ
ン
海
岸
か
ら
の
報
告
」
（
筑
摩
書
房

－∽巴．可．）

拙
稿
「
『
春
と
修
羅
　
第
二
集
』
〔
詞
の
前
の
ち
し
ゃ
の
い
ろ
し
た
革
は

ら
に
〕
考
」
（
「
国
語
教
育
論
叢
」
三
号
　
5
－
．
∽
．
に
掲
載
予
喜

小
原
忠
「
「
ラ
ジ
ユ
ウ
ム
の
雁
」
と
関
連
作
品
」
（
「
賢
治
研
究
」
2
4
、

－
等
P
．
宮
沢
賢
治
研
究
全
編
）
　
に
指
摘
が
あ
る
。

拙
稿
「
作
品
番
号
欠
落
過
程
と
〈
春
と
修
羅
一
箪
二
集
〉
一
九
三
一
年

構
想
」
（
「
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
第
2
7
巻
1
1
号
－
u
g
．
－
N
．
）
参
照
。

拙
稿
「
資
料
と
考
察
「
春
と
修
羅
一
箪
二
集
』
お
よ
び
「
詩
ノ
ー
ト
」

に
お
け
る
創
作
日
付
の
日
の
気
象
状
況
」
で
す
で
に
述
べ
た
こ
と
で
あ
る

が
、
気
象
状
況
を
参
照
し
て
も
矛
盾
が
な
い
。

1
2
　
注
1
1
に
同
じ
。

1
3
　
注
1
2
に
同
じ
。

1
4
　
こ
の
点
に
つ
い
て
も
注
1
1
の
拙
稿
に
述
べ
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
作
品
の

創
作
日
付
の
日
の
花
巻
の
最
低
気
温
は
摂
氏
2
0
・
5
度
で
あ
る
か
ら
、
寒

い
朝
で
は
な
い
。

1
5
　
注
1
0
に
同
じ
。

宏
至
貝
近
著
紹
介
》

『
啄
木
『
一
握
の
砂
』
難
解
歌
稿
』

橋
本
　
威
　
著

本
書
第
一
郡
は
、
著
者
の
〓
握
の
砂
』
収
録
歌
に
つ
い
て
の
論
考
を
集
成

し
、
未
発
表
の
論
考
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
著
者
が
「
ま
え

が
さ
」
で
記
す
と
お
り
、
（
わ
か
り
き
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
そ
の
実
、
難

解
極
ま
る
F
一
握
の
砂
』
収
録
歌
）
解
明
の
試
み
で
あ
る
。
そ
の
試
み
は
、
若

者
の
、
啄
木
短
歌
あ
る
い
は
啄
木
文
学
全
体
へ
の
広
い
輿
味
と
、
探
究
心
に
支

え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
書
で
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
〓
握
の
砂
』
収
録

歌
は
二
二
二
日
で
、
そ
の
番
号
は
左
記
の
通
り
。

－

・

2

・

は

・

2

2

・

4

7

・

5

0

・

5

5

・

6

6

・

8

7

・

間

・

闇

・

憫

・

1

5

1

・

間

・

2

2

3

・

湖

・

2

8

5

・

m

・

訓

・

鋤

・

3

9

6

・

3

9

3

・

5

0

5

本
書
で
は
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
歌
に
つ
い
て
の
、
著
者
の
続
稿
が
楽
し
み

で
あ
る
。
本
書
は
、
第
二
部
と
し
て
、
著
者
の
（
啄
木
に
つ
い
て
の
最
も
古
い
著
述
で

あ
る
）
「
啄
木
の
思
想
変
遷
」
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
啄
木
に
対

す
る
著
者
の
基
本
的
理
解
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

（
四
」
ハ
版
、
二
五
〇
頁
。
一
九
九
三
年
一
〇
月
、
和
泉
書
院
刊
。
二
元
一
四
円
）
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